
平成２５年度 第２回緑区区民対話会 議事要旨 

 

＜テーマ：地域活動団体における女性参画の促進について＞ 

 

 年度当初の会長会のときに、今後ご主人と奥さんのどちらが出席されますか？と

いう確認をし、奥さんが出席するという自治会には、自治会長名を奥さんの名前

で届けてほしいとお願いしています。皆さんの各地区連協においても、同様にす

ると多分もっと増えると思います。 

 

 私達の地区は、古くからある町で、なかなか女性が表に立つことが少ないです。

町内自治会においては特にそれが感じられます。また、女性だけではなくて男性

にも言えますが、私どもの場合、ほとんどの自治会が 1 年で会長が交代するので、

どうやったら女性が参加できるのか、区と一緒に考えていきたいと思います。 

 

 私達の地区にも、古くからの地区があります。そういう何か古い、しきたりとは

言わなくても、そのあたりの強制力というのを解いていくのは、すごく難しいと

思うんです。だからこそ、行政からの数字の上での促進というのが必要になって

くるのはとてもよくわかります。そのためには、今日は行政の方も男の方ばかり

というのは、「あれ？」と思うんですけれども、社会全体が、特に男性の意識の変

革というのはやはり大事だなと感じています。 

 

 自治会費は世帯で払っているので、会長名が男性であろうと女性であろうと、世

帯として登録しているわけですから、会長名が男、女というのは、私は余り関係

ないのかなと思うんです。そんな緩やかなやり方も一つはあるのかなと思います。 

 

 10 年くらい地域活動をしていて、男女間の発想とかいろんな違いというのはひし

ひしと感じていて、何が一番違うかというと、やはり男性は固いとすごく思いま

す。柔軟性は女性のほうがはるかに持っていますし、変えていこうという力とい

うのは、私は若いお母さんとか年配の女性といろいろやっていく中で、ものすご

く感じているので、意識改革、そして、行政の促進活動、両面合わせながら、女

性の視点というより男女の視点が混在するような方向性を見つけてもらったらい

いかなと思います。 

 

 



 女性の意見を吸い上げたいのであれば、別に役職につかなくても、ツイッターの

ような、意見が気軽に言えるようなシステムがもうちょっとあったらいいなと思

います。 

 

 女性は、学校関係、子どもさんの関係で、地域に対する理解というのも非常に深

いわけですから、実際に避難所運営委員会みたいに具体的な活動をしてみたとき

には、女性のほうが明らかに取りまとめる上ですごく戦力で、女性の副会長にほ

とんどお願いしているという、そういう実態があります。         

女性を役員にというのは、かなり意図的に動かないと実際には増えないですね。

うちの地区連協で女性の会長は５名です。これは結構大きい数字ですけれども、

それは、会長自身が女性をできるだけ引っ張り込むというかなり強引な努力をし

ておりまして、そういう努力をしないと、女性の方は出てくるのは難しいかなと。

ビジネス環境においても、かなり政策的な意図をしないと、女性の管理職は増え

ないですよね。実際、女性が入ってきていただいたら組織としては強力になりま

す。視点が全然違いますから、組織としてはすごく多様性があって、いいものに

なるかなと。 

 

 負担感というのがやっぱりありますね。例えば今日も 5 時までですけど、私はこ

こに出席するために朝早くから晩ご飯の準備をしてということをずっと繰り返し

てきて、最初のうちは、夫からただ働きしていると言われて、「仕事でもないのに、

何やってるんだ」という感じですね。そのあたりの個々の理解というのはすごく

大事で、でも、この地域の活動を続けていれば、そこで年老いていく上で、隣近

所で仲良くしていくというのはものすごく大事なことで、そういうのは夫も年を

とっていけば何となく理解が進んでいくし、そういうことに対する啓発的な活動

というのは、私たち住民がやらなきゃいけないけれども、何かそういう啓発を行

政からしてもらうとすごくうれしいなと思うんですね。多分その効果というのは

もっともっと倍増していくのではないかと。 

 

 民生委員みたいに自由な時間でその仕事ができるということになれば違ってくる

と思うんですよね。自治会は決められた日にち、例えば役所が日にちを指定する

のも役所の開庁日が中心です。女性達が自由になれる時間を考慮していただけれ

ば、もっと女性も参加できるんじゃないかなと一つは思います。 

 

 

 



 最近の若い人たちは家庭の仕事も夫婦共同でというムードになってきていますよ

ね。昔は、男は仕事、女は家事みたいな感じでしたが、最近はそんなことはなく

なってきていますから、それなりに浸透していかれるのではないかなという気は

します。 

 

 男性とは違った視点で何ができるかなというのがあって会長にならせていただい

きましたが、やっぱり家族の協力があって初めてできる、自分だけでやっている

なんて全然思っていないんです。 

 

 やはり副会長さんの協力、役員の協力って必要です。会長になったけど、孤立し

ないように、何か話があるのといったときに、みんな役員さんがぱっと集まって

くれるような、うちの自治会は、それを今期の目標にしていきたいと思います。 

 

 

 


